
１ 　 第 7 4 3 7 号 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ５ 月 １ ４ 日 ㈯

ユ ム シ

な い の で な に も か も が 珍 し か っ た 。 まず 、 店 内 が カ ラ フ ル な の に 驚 い た 。 色彩 に 満 ち て い る 。 昔 の 地 味 な 色 の 竿 の並 ん だ 薄 暗 い 店 内 で は な い 。 色 の 主 流を な す の が ル ア ー 。 ゴ ム や ひ ら ひ ら する 紐 等 で 作 ら れ た 餌 に な る 虫 の 偽 物 。こ ん な も の で 魚 は 騙 さ れ る の か 、 と 私は ま だ 半 信 半 疑 だ が 、 飾 ら れ て い る 釣果 の 写 真 を 見 る と 本 当 な の だ 。　
店 内 を 一 回 り し て 、 生 き 餌 の 水 槽 を

覗 い た 。 魚 の 餌 に な る ゴ カ イ や ミ ミ ズの よ う な 生 き 物 が ご そ ご そ 動 い て いた 。 そ の 中 に い た ム シ に 目 が 止 ま っ

　
釣 り 好 き の 人 の 買 い 物 に

付 き 合 っ て 、 釣 り 具 屋 さ んに 行 っ た 。 私 は 釣 り な ど し

た 。　
体 長 約 十 セ ン チ 、 胴 回 り 二 セ ン チ

あ ま り で 蛇 腹 。 薄 い ピ ン ク 色 を して 、 前 と 後 ろ に 口 が つ い て い る 。 縮小 し た カ ラ ス の 嘴 の よ う な 形 。 両 方か ら 水 を 吸 い 込 ん で い る よ う で 、 右や 左 か ら 腹 が 膨 ら ん で く る 。 見 て いる と 、 口 か ら 細 い 粘 液 が 糸 状 に 出 てき た 。 水 を 吸 い 込 む 以 外 さ し た る 動き も な い の に 、 な に も か も わ か っ てい る よ う な オ ー ラ を 発 し て い る 。 空洞 だ ろ う 蛇 腹 の 体 内 に は 米 粒 ほ ど の仙 人 が 生 活 し て い る よ う な 気 が し てき た 。 糸 状 の 粘 液 は 、 仙 人 の あ げ る炊 飯 の 煙 だ 。　
環 形 動 物 門 ユ ム シ 動 物 ユ ム シ 網 ユ

ム シ 目 ユ ム シ 科 の 海 産 無 脊 推 動 物 。や は り 単 純 な 生 き 物 で は な い ！

看 板 と 、 設 置 し た 嘉 川 ま ち づ く り 委 員 会 の メ ン バ ー

「 嘉 穂 の 郷 」  の 看 板 完 成 で 機 運 醸 成

祥 の 地 」 と し て 、 １ 月に 看 板 を 設 置 。 ６ 月

1 2

日 か ら 始 ま る 酒 米 の 田植 え で も 機 運 醸 成 を 図っ て い る 。　
初 年 度 は 約

4 0人 で 始

め た 田 植 え や 稲 刈 りも 、 コ ロ ナ 下 を 除 い ては 住 民 １ ０ ０ 人 以 上 が参 加 す る 地 域 の 一 大 行事 へ と 発 展 。

1 1年 に 純

米 吟 醸 酒 、

1 4年 に に ご

り 酒 、

1 5年 に 大 吟 醸

酒 、 昨 年 は 嘉 川 八 幡 宮で 厄 除 け 祈 願 し た 「 祈願 酒 」 も 完 成 し た 。

　
嘉 川 の 米 と 水 と 酒 造

所 で 〝 オ ー ル 嘉 川 〞 の地 酒 を 作 ろ う と 、 嘉 川ま ち づ く り 委 員 会 が ２０ １ ０ 年 か ら 始 め た
「 嘉 穂 の 郷 」 作 り も 、

今 年 で

1 3年 目 を 迎 え

た 。 同 会 は 酒 米 を 栽 培す る 田 を 「 嘉 穂 の 郷 発

N o. 2 4 3

嘉 川

　
嘉 川 地 域 特 産 の 日 本 酒 「 嘉 穂 の 郷 」  。 ２ ０ １

０ 年 に 地 域 で 酒 づ く り を 始 め て

1 3年 目 の 今 年

は 、 酒 米 栽 培 地 に 看 板 を 設 置 し た 。

会 場 と な る 桜 圃 会 館

　
山 口 県 立 大 の 「 開 学 記

念 行 事 」 が 、 あ す

1 5日 午

後 ２ 時

1 5分 か ら ４ 時 半 ま

で 、 同 大 桜 圃 会 館 （ 山 口市 桜 畠 ６ ） で 開 か れ る 。　
冒 頭 の あ い さ つ な ど に

続 き 、 第 １ 部 は 観 光 を テー マ に し た 座 談 会 「 県 大生 に よ る 観 光 ま ち づ くり 」  。 地 域 活 性 化 に 資 する 観 光 プ ラ ン を 競 う 「 大学 生 観 光 ま ち づ く り コ ン

テ ス ト ２ ０ ２ １ 」  （ 観 光庁 、 文 部 省 な ど 後 援 ） の
「 ニ ュ ー ノ ー マ ル ス テ ー

ジ 」 で 、 ４ 位 に 相 当 す る
「 Ｊ Ｔ Ｂ 地 域 交 流 賞 」 を

受 賞 し た 学 生 た ち が 登 壇す る 。 国 際 文 化 学 部 地 域文 化 創 造 論 研 究 室 の ４ 年生 ６ 人 で 、 彼 ら が ３ 年 の時 に 応 募 し た テ ー マ は
「 ア ブ ル フ ィ 海 岸 に 恋 を

し て ♡ 」  。 阿 武 町 の 風 景

ラ イ ン 参 加 ）  、 そ し て 村岡 嗣 政 県 知 事 も 参 加 する 。 観 光 プ ラ ン 「 ア ブ ルフ ィ 海 岸 に 恋 を し て ♡ 」が 、 今 後 ま ち づ く り に どの よ う に 生 か さ れ る のか 、 村 岡 知 事 も 交 え て 意見 討 論 さ れ る 。　
続 い て 第 ２ 部 は 記 念 講

演 。  「 感 性 を 教 育 へ 」 の演 題 で 、 文 化 財 の 保 存 技術 に 対 し て 「 選 定 保 存 技術 保 持 者 」 に 認 定 さ れ てい る 馬 場 良 治 さ ん が 講 演す る 。 馬 場 さ ん は 、 １ ９４ ９ 年 宇 部 市 生 ま れ 。 東京 藝 術 大 美 術 学 部 日 本 画科 卒 業 後 、 同 大 大 学 院 で美 術 研 究 科 保 存 修 復 技 術専 攻 を 修 了 。 日 本 画 家 ・平 山 郁 夫 、 山 崎 昭 二 郎 に師 事 。

8 5年 よ り 文 化 庁 の

依 頼 で 、 醍 醐 寺 五 重 塔（ 国 宝 ）  、 平 等 院 鳳 凰 堂（ 同 ） な ど 、

5 0を 超 え る

国 宝 や 重 要 文 化 財 の 彩 色調 査 と 修 復 に 携 わ り 、 ２０ １ ４ 年 に 「 選 定 保 存 技術 保 持 者 」 に 認 定 さ れた 。

1 7年 紺 綬 褒 章 を 授

与 。

1 8年 に 中 国 文 化 賞

を 、

1 9年 に は 文 化 庁 長 官

表 彰 を 受 け た 。　
記 念 行 事 の 定 員 は １ ０

０ 人 （ 先 着 順 ） で 参 加 は無 料 。 希 望 者 は 、 同 大 ウェ ブ サ イ ト （

https://
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） の 専 用 フ ォ ー ム

か ら 申 し 込 む 。　
山 口 県 立 大 は 、 １ ９ ４

１ （ 昭 和

1 6） 年 に 山 口 県

立 女 子 専 門 学 校 と し て 開学 。

5 0（ 昭 和

2 5） 年 に 山

口 女 子 短 大 、

7 5（ 昭 和

5 0） 年 に 山 口 女 子 大 に な
り 、

9 6（ 平 成 ８ ） 年 の 共

学 化 に 伴 い 、 山 口 県 立 大学 に 名 称 が 変 更 さ れ た 。ま た 、

9 6年 か ら ２ ０ ２ ０

年 に か け て 、 女 子 専 門 学校 時 代 か ら 使 わ れ て い た県 道 ２ ０ ４ 号 線 沿 い の「 南 キ ャ ン パ ス 」 か ら 、国 道 ９ 号 線 を 挟 ん だ 「 北キ ャ ン パ ス 」 へ と 全 学 部が 移 転 。 新 た な 学 び 舎 へと 生 ま れ 変 わ っ た 。

を イ タ リ ア 南 部 のア マ ル フ ィ 海 岸 に見 立 て 、 取 材 を 重ね 、 プ ラ ン に ま とめ あ げ た 。 さ らに 、 指 導 教 官 の 斉藤 理 教 授 、 阿 武 町役 場 ま ち づ く り 推進 課 の 桂 大 郎 さん 、 彼 ら が 取 材 した ア マ ル フ ィ で ホテ ル を 経 営 す る 竹澤 由 美 さ ん （ オ ン

あ す

観 光 テ ー  マ  の 座 談 会 と 馬 場 さ ん  の 講 演

山 口 県 立 大 が 開 学 記 念 行 事
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事 例 1 1 0 4

消 費 生 活 相 談
要 確 認 ！

　
テ  レ  ビ  シ  ョ  ッ

 

ピ  ン  グ  の 返 品 条 件︻
相 談

︼
テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ で 「 １

週 間 以 内 返 品 可 能 」 と 言 っ て い た マッ サ ー ジ チ ェ ア を 購 入 し た 。 う ま く使 え な い た め 返 品 を 申 し 出 た と ころ 、  「 通 電 し た 商 品 は 返 品 で き ない 。 テ レ ビ 画 面 で も 表 示 し て い る 」と 言 わ れ た 。 使 用 し な い と 使 い 心 地は わ か ら な い の だ か ら 返 品 を 認 め てほ し い 。

︻ 回 答 ︼

テ レ ビ シ ョ ッ

ピ ン グ な ど の 通 信 販 売に は ク ー リ ン グ ・ オ フ制 度 は 適 用 さ れ ず 、 返品 に つ い て は 事 業 者 の定 め た ル ー ル （ 返 品 特

約 ） に 従 う こ と に な り ま す 。 一方 、

｢

返 品 特 約

｣

が 定 め ら れ て い

な い 場 合 は 、 商 品 を 受 け 取 っ た 日を 含 め て ８ 日 以 内 で あ れ ば 、 返 品す る こ と が で き ま す 。　
テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ で は 、 番 組

内 で

｢

返 品 可 能

｣

な ど と 紹 介 さ れ

て い て も 、 返 品 の た め に は

｢

未 開

封 ・ 未 通 電 に 限 る

｣

な ど 、 様 々 な

条 件 が 付 い て い る こ と が あ り ます 。 番 組 内 で は 、 重 要 事 項 の 表 示が 小 さ か っ た り 、 表 示 時 間 が 短 かっ た り す る こ と も あ り 、 商 品 の 印象 や 、 価 格 の お 得 感 ば か り に 気 を取 ら れ が ち で す 。 ト ラ ブ ル を 防 ぐた め に 、 電 話 で 注 文 す る 際 は 、「 返 品 条 件 」 な ど を オ ペ レ ー タ ーに し っ か り 確 認 し ま し ょ う 。

県 消 費 生 活 セ ン タ ー （ 相 談 電 話 0 8 3- 9 2 4- 0 9 9 9 ）

　
前 節 ア ウ ェ イ 金 沢 戦 は

０

－

１ 。

9 0分 の 試 合 終

了 間 際 に 相 手 に 得 点 を 許し た 形 と な り ま し た 。　
名 塚 監 督 は 「 最 後 の と

こ ろ は お 互 い に 勝 ち 点 ３を 取 り に 行 っ た 結 果 だが 、 最 後 の カ ウ ン タ ー の部 分 は な ん と か 防 げ た 部分 も あ る 。 そ こ も 含 め てま た 次 に 繋 げ て い き た

い 」 と コ メ ン ト し ま した 。 ４ 月 下 旬 か ら の ５ 連戦 の 結 果 は 、 ２ 勝 ３ 敗 。現 在 暫 定

1 1位 、 本 日 午 後

２ 時 か ら は ア ウ ェ イ で ヴァ ン フ ォ ー レ 甲 府 戦 。 次回 ホ ー ム 戦 は ５ 月

2 2日

（ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら Ｖ ・ フ
ァ ー レ ン 長 崎 戦 で す ！

　

チ ケ ッ ト 好 評 発 売 中 。 ぜひ 会 場 で 応 援 を

!!

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。商 店 街 で  「 あ ぐ ま る や ま ぐ ち 」  開 催
玉 ね ぎ  つ  め 放 題 もあ す

　
あ す

1 5日 午 前

1 0時 か ら

午 後 ３ 時 ま で 、 山 口 市 の米 屋 町 商 店 街 と 中 市 商 店街 で 「 あ ぐ ま る や ま ぐち 」 が 開 催 さ れ る 。　
毎 月 第 １ 日 曜 日 に 中 央

公 園 （ 山 口 市 中 園 町 ７ ）で 開 催 さ れ て い る フ ァ ーマ ー ズ マ ー ケ ッ ト 「 お いで マ ル シ ェ 」 の 出 店 者

1 3

団 体 と 、 米 屋 町 商 店 街 で開 催 さ れ て い る ハ ン ド メイ ド イ ベ ン ト 「 コ メ コ メマ ル シ ェ 」 に 出 店 し て い

る

1 0団 体 が 参 加 す る 。

　
当 日 は 、 シ イ タ ケ 、 自

然 薯 、 ア ユ 、 ミ カ ン 、 さつ ま い も の 加 工 品 、 は ちみ つ な ど の 特 産 品 や ハ ンド メ イ ド 雑 貨 が 販 売 さ れる 。 山 口 銀 行 米 屋 町 出 張所 裏 に は キ ッ チ ン カ ー が出 店 。 さ ら に 、 午 前

1 0時

か ら は 市 南 部 地 域 で 作 られ た 玉 ね ぎ の 「 つ め 放題 」 も あ る （ 無 く な り 次第 終 了 ）  。　
「 生 産 者 と 直 に 触 れ 合

え る 機 会 。 ぜ ひ 足 を 運 んで 、 山 口 の 〝 お い し い 〞に 出 会 っ て 」 と 主 催 の 口市 農 業 政 策 課 （

☎
０ ８ ３

－ ９ ３ ４

－ ２ ８ １ ６ ）  。

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


